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(57)【要約】
【課題】３Ｄコンバージョンレンズが取り付けられてい
ても比較的精度よく測光を行える撮像装置を提供する。
【解決手段】撮像装置は、被写体像から画像データを生
成する撮像素子（１８０）と、左目用の画像と右目用の
画像とを同時に撮像素子上に結像可能な３Ｄコンバージ
ョンレンズを接続可能な接続手段と、撮像素子上に結像
される画像の明るさ（Ｙ）を求め、その求めた画像の明
るさに基づき、撮像素子上に結像される画像の明るさを
示す測光情報（Ｅ）を生成する測光手段（２１０）と、
測光情報に基づき、撮像素子に対する露出を制御する露
出調整手段（３００、１８０、１９０）と、３Ｄコンバ
ージョンレンズが接続手段に接続されている場合に、測
光情報における、撮像素子上に結像される画像に生じる
光量落ちの影響を低減する光量補正手段（２１０）と、
を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像から画像データを生成する撮像素子と、
　左目用の画像と右目用の画像とを同時に前記撮像素子上に結像可能な３Ｄコンバージョ
ンレンズを接続可能な接続手段と、
　前記撮像素子上に結像される画像の明るさを求め、その求めた画像の明るさに基づき、
前記撮像素子上に結像される画像の明るさを示す測光情報を生成する測光手段と、
　前記測光情報に基づき、前記撮像素子に対する露出を制御する露出調整手段と、
　前記３Ｄコンバージョンレンズが前記接続手段に接続されている場合に、前記測光情報
における、前記撮像素子上に結像される画像に生じる光量落ちの影響を低減する光量補正
手段と、
を備えた、撮像装置。
【請求項２】
　前記光量補正手段は、前記光量落ちの特性に応じて前記求めた画像の明るさを補正する
ことにより、前記測光情報における光量落ちの影響を低減する、請求項１記載の撮像装置
。
【請求項３】
　前記画像の領域が複数の領域に分割され、かつ各分割領域に重みが設定され、
　前記測光手段は、各分割領域の画像の明るさに対して重み付けを行うことで前記測光情
報を求め、
　前記光量補正手段は、前記光量落ちの特性に応じて各分割領域の重みを補正することに
より、前記測光情報における光量落ちの影響を低減する、
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記画像における左目用の画像領域または右目用の画像領域の中央部にある分割領域の
重みを、前記画像領域の他の部分の分割領域の重みよりも大きくする、
　請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記光量補正手段は、前記撮像素子の水平方向の中央位置及びその近傍に位置する画像
の明るさを増加させるように前記求めた画像の明るさを補正する、請求項２記載の撮像装
置。
【請求項６】
　前記光量補正手段は、前記撮像素子の水平方向の中央位置及びその近傍に位置する画像
の明るさを増加させるように前記分割領域の重みを補正する、請求項３記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置に関し、特に、単眼式撮像装置で立体映像を撮影可能とする３Ｄコン
バージョンレンズを取り付け可能な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、単眼式カメラにてステレオ立体映像の撮影を可能とするためのステレオ
アダプタが接続可能な撮像装置を開示する。この撮像装置はステレオアダプタが取り付け
られた状態で、左目用の画像と右目用の画像とを、サイドバイサイドの画像として撮像で
きる。この撮像装置は、露出制御において、左目用の画像及び右目用の画像のいずれかの
明るさに基づいて測光を行う。この方法により、この撮像装置はサイドバイサイドの画像
に対する測光を実現している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開２００１－２２２０８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本願の発明者は、単眼式撮像装置に対してステレオ立体映像の撮影を可能とするための
ステレオアダプタのような装置が取り付けられると、その撮像装置の撮像素子で撮像され
る画像において局所的に光量が落ち込むという現象を発見した。
【０００５】
　このようなステレオアダプタを取り付けた場合に生じ得る、通常とは異なった光量落ち
は、露出制御時の測光精度に影響を与え、適切な測光を阻害する要因になる。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決すべくなされたものであり、ステレオアダプタ（３Ｄコンバ
ージョンレンズ）が取り付けられた場合であっても、露出制御のための測光を精度よく行
える撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る撮像装置は、被写体像から画像データを生成する撮像素子と、左目用の画
像と右目用の画像とを同時に撮像素子上に結像可能な３Ｄコンバージョンレンズを接続可
能な接続手段と、撮像素子上に結像される画像の明るさを求め、その求めた画像の明るさ
に基づき、撮像素子上に結像される画像の明るさを示す測光情報を生成する測光手段と、
測光情報に基づき、撮像素子に対する露出を制御する露出調整手段と、３Ｄコンバージョ
ンレンズが接続手段に接続されている場合に、測光情報における、撮像素子上に結像され
る画像に生じる光量落ちの影響を低減する光量補正手段と、を備える。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、３Ｄコンバージョンレンズが撮像装置に取り付けられている場合、測
光情報における、３Ｄコンバージョンレンズに起因する画像に生じる光量落ちの影響を低
減する。これにより、３Ｄコンバージョンレンズに起因する光量落ちの影響を排除でき、
精度よく測光を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】３Ｄコンバージョンレンズが取り付けられたデジタルビデオカメラを示す斜視図
【図２】３Ｄコンバージョンレンズが取り付けられたデジタルビデオカメラのＣＣＤイメ
ージセンサー上に結像される画像の例を説明した図
【図３】デジタルビデオカメラの構成を示すブロック図
【図４】３Ｄコンバージョンレンズ及びデジタルビデオカメラの光学系を説明した図
【図５】３Ｄコンバージョンレンズが取り付けられたデジタルビデオカメラにより生成さ
れたサイドバイサイド形式の画像を説明した図
【図６】３Ｄコンバージョンレンズに起因する中央光量落ちを説明するための図
【図７】デジタルビデオカメラの測光及び露出制御動作を説明するためのフローチャート
【図８】２Ｄ画像を撮像する場合の中央重点測光を説明するための図
【図９】３Ｄ画像を撮像する場合の中央重点測光を説明するための図
【図１０】光量補正に使用される補正係数を説明した図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付の図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１１】
１．実施の形態１
　１－１．概要
　本実施の形態にかかるデジタルビデオカメラの概要について図１、図２を用いて説明す



(4) JP 2012-54919 A 2012.3.15

10

20

30

40

50

る。図１は、デジタルビデオカメラ１００に３Ｄコンバージョンレンズ５００を取り付け
た状態を示す斜視図である。
【００１２】
　３Ｄコンバージョンレンズ５００は、接続部６４０を介してデジタルビデオカメラ１０
０に装着することができる。デジタルビデオカメラ１００は、３Ｄコンバージョンレンズ
５００の着脱を検出スイッチにより磁気的に検出できる。
【００１３】
　３Ｄコンバージョンレンズ５００は、３Ｄ（three dimensions）画像における右目用の
像を形成するための光をデジタルビデオカメラ１００の光学系に導く右目用レンズと、左
目用の像を形成するための光を光学系に導く左目用レンズとを有する。
【００１４】
　３Ｄコンバージョンレンズ５００を介して入射した光は、デジタルビデオカメラ１００
のＣＣＤイメージセンサー上に、図２に示すようなサイドバイサイド形式の３Ｄ画像とし
て結像される。特に、３Ｄコンバージョンレンズ５００は、左目用の画像１８２と右目用
の画像１８４との境界近傍で光量が低下するという光学特性（以下「中央光量落ち」とい
う）を有している。以下、このような３Ｄコンバージョンレンズ５００の光学特性（中央
光量落ち）の影響を受けずに適切な測光を可能とするデジタルビデオカメラの構成を説明
する。
【００１５】
　１－２．構成
　　１－２－１．デジタルビデオカメラの構成
　実施の形態１にかかるデジタルビデオカメラ１００の電気的構成について、図３を用い
て説明する。図３は、デジタルビデオカメラ１００の構成を示すブロック図である。デジ
タルビデオカメラ１００は、光学系１０１、ＣＣＤイメージセンサー１８０、画像処理部
１９０、液晶モニタ２７０、検出器１２０、ズームモータ１３０、ＯＩＳアクチュエータ
１５０、検出器１６０、メモリ２００、コントローラー２１０、ズームレバー２６０、操
作部材２５０、内部メモリ２８０、ジャイロセンサー２２０、カードスロット２３０、及
び検出スイッチ２９０を有する。デジタルビデオカメラ１００は、光学系１０１により形
成された被写体像をＣＣＤイメージセンサー１８０で撮像する。ＣＣＤイメージセンサー
１８０で生成された映像データは、画像処理部１９０で各種処理が施され、メモリカード
２４０に格納される。また、メモリカード２４０に格納された映像データは、液晶モニタ
２７０で表示可能である。以下、デジタルビデオカメラ１００の構成を詳細に説明する。
【００１６】
　デジタルビデオカメラ１００の光学系１０１は、ズームレンズ１１０、ＯＩＳ１４０、
フォーカスレンズ１７０を含む。ズームレンズ１１０は、光学系１０１の光軸に沿って移
動することにより、被写体像を拡大又は縮小可能である。また、フォーカスレンズ１７０
は、光学系１０１の光軸に沿って移動することにより、被写体像のピントを調整する。
【００１７】
　ＯＩＳ１４０は、内部に光軸に垂直な面内で移動可能な補正レンズを有する。ＯＩＳ１
４０は、デジタルビデオカメラ１００の振れを相殺する方向に補正レンズを駆動すること
により、被写体像の振れを低減する。
【００１８】
　ズームモータ１３０は、ズームレンズ１１０を駆動する。ズームモータ１３０は、パル
スモータやＤＣモータ、リニアモータ、サーボモータなどで実現してもよい。ズームモー
タ１３０は、カム機構やボールネジなどの機構を介してズームレンズ１１０を駆動するよ
うにしてもよい。検出器１２０は、ズームレンズ１１０が光軸上でどの位置に存在するの
かを検出する。検出器１２０は、ズームレンズ１１０の光軸方向への移動に応じて、ブラ
シ等のスイッチによりズームレンズの位置に関する信号を出力する。
【００１９】
　ＯＩＳアクチュエータ１５０は、ＯＩＳ１４０内の補正レンズを光軸と垂直な面内で駆
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動する。ＯＩＳアクチュエータ１５０は、平面コイルや超音波モータなどで実現できる。
また、検出器１６０は、ＯＩＳ１４０内における補正レンズの移動量を検出する。
【００２０】
　絞り２９５は、ＣＣＤイメージセンサー１８０に透過する光量を調整する。絞り２９５
を絞ることで、ＣＣＤイメージセンサー１８０に透過する光量を低減させ、絞り２９５を
開放することで、ＣＣＤイメージセンサー１８０に透過する光量を増大できる。絞りアク
チュエータ３００は、絞り２９５を駆動するためのアクチュエータである。
【００２１】
　ＣＣＤイメージセンサー１８０は、光学系１０１で形成された被写体像を撮像して、映
像データを生成する。ＣＣＤイメージセンサー１８０は、露光、転送、電子シャッタなど
の各種動作を行う。
【００２２】
　画像処理部１９０は、ＣＣＤイメージセンサー１８０で生成された映像データに対して
種々の処理を施す。画像処理部１９０は、液晶モニタ２７０に表示するための映像データ
を生成したり、メモリカード２４０に再格納するための映像データを生成したりする。例
えば、画像処理部１９０は、ＣＣＤイメージセンサー１８０で生成された映像データに対
してガンマ補正やホワイトバランス補正、傷補正などの各種処理を行う。また、画像処理
部１９０は、ＣＣＤイメージセンサー１８０で生成された映像データに対して、Ｈ．２６
４規格やＭＰＥＧ２規格に準拠した圧縮形式等により映像データを圧縮する。画像処理部
１９０は、ＤＳＰやマイコンなどで実現可能である。
【００２３】
　コントローラー２１０は、デジタルビデオカメラ全体の動作を制御する制御手段である
。コントローラー２１０は、半導体素子などで実現可能である。コントローラー２１０は
、ハードウェアのみで構成してもよいし、ハードウェアとソフトウェアとを組み合わせる
ことにより実現してもよい。コントローラー２１０は、マイコンなどで実現できる。
【００２４】
　メモリ２００は、画像処理部１９０及びコントローラー２１０のワークメモリとして機
能する。メモリ２００は、例えば、ＤＲＡＭ、強誘電体メモリなどで実現できる。
【００２５】
　液晶モニタ２７０は、ＣＣＤイメージセンサー１８０で生成した映像データが示す画像
や、メモリカード２４０から読み出した映像データが示す画像を表示可能である。
【００２６】
　ジャイロセンサー２２０は、圧電素子等の振動材等で構成される。ジャイロセンサー２
２０は、圧電素子等の振動材を一定周波数で振動させたときのコリオリ力による力を電圧
に変換して角速度情報を得る。デジタルビデオカメラ１００は、ジャイロセンサー２２０
から角速度情報を得て、この揺れを相殺する方向にＯＩＳ１４０内の補正レンズを駆動さ
せることにより、使用者による手振れを補正する。
【００２７】
　カードスロット２３０は、メモリカード２４０を着脱可能である。カードスロット２３
０は、機械的及び電気的にメモリカード２４０と接続可能である。メモリカード２４０は
、フラッシュメモリや強誘電体メモリなどを内部に含み、データを格納可能である。
【００２８】
　内部メモリ２８０は、フラッシュメモリや強誘電体メモリなどで構成される。内部メモ
リ２８０は、デジタルビデオカメラ１００全体を制御するための制御プログラム等を格納
する。
【００２９】
　操作部材２５０は、使用者から操作を受け付ける部材である。ズームレバー２６０は、
使用者からズーム倍率の変更指示を受け付ける部材である。
【００３０】
　検出スイッチ２９０は、３Ｄコンバージョンレンズ５００がデジタルビデオカメラ１０
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０に取り付けられた（接続された）ことを磁気的に検出できる。検出スイッチ２９０は、
３Ｄコンバージョンレンズ５００が取り付けられたことを検出すると、その旨の信号をコ
ントローラー２１０に通知する。これにより、コントローラー２１０は、デジタルビデオ
カメラ１００に３Ｄコンバージョンレンズ５００が取り付けられたこと、及び取り外され
たことを検出できる。
【００３１】
　　１－２－２．３Ｄコンバージョンレンズの構成
　図４は、３Ｄコンバージョンレンズ５００の光学系５０１及びデジタルビデオカメラ１
００の光学系１０１の構成を説明した図である。３Ｄコンバージョンレンズ５００の光学
系５０１は、３Ｄ画像における右目用の像を形成するための光を導入する右目用レンズ６
００と、左目用の像を形成するための光を導入する左目用レンズ６２０と、右目用レンズ
６００及び左目用レンズ６２０に導入された光をデジタルビデオカメラ１００の光学系１
０１に導くための左目用と右目用とが一体化された共用レンズ６１０とを有する。３Ｄコ
ンバージョンレンズ５００の右目用レンズ６００及び左目用レンズ６２０に入射した光は
、それぞれ共用レンズ６１０を介してデジタルビデオカメラ１００の光学系１０１に導入
され、デジタルビデオカメラ１００のＣＣＤイメージセンサー１８０上に例えば図２に示
すようなサイドバイサイド形式の画像として結像され、ＣＣＤイメージセンサー１８０に
より画像データが生成される。
【００３２】
　ＣＣＤイメージセンサー１８０により生成された画像データが画像処理部１９０により
上下方向に伸張されることにより、最終的に、図５に示すようなサイドバイサイド形式の
画像データが生成される。
【００３３】
　１－３．中央光量落ち
　３Ｄコンバージョンレンズ５００に起因する光量落ちについて説明する。図６（ａ）に
示すように、３Ｄコンバージョンレンズ５００がデジタルビデオカメラ１００に取り付け
られた場合、ＣＣＤイメージセンサー１８０上の領域１８２には左目用の画像が結像され
、領域１８４には右目用の画像が結像される。図６（ｂ）は、３Ｄコンバージョンレンズ
５００がデジタルビデオカメラ１００に取り付けられた場合の、ＣＣＤイメージセンサー
１８０の水平位置に対する、ＣＣＤイメージセンサー１８０に入射する光量の変化を説明
した図である。図６（ｂ）に示すように、ＣＣＤイメージセンサー１８０の水平方向の中
央付近において光量の落ち込み（中央光量落ち）が生じている。中央光量落ちは、図４に
示すように３Ｄコンバージョンレンズ５００が右目用レンズ６００と左目用レンズ６２０
の２つの光学系を有するために生ずると考えられる。本実施形態のデジタルビデオカメラ
１００は、測光時において図６（ｂ）に示すような中央光量落ちの影響を低減するための
機能を有する（詳細は後述）。
【００３４】
　１－４．測光及び露出制御動作
　本実施の形態にかかるデジタルビデオカメラ１００における測光及び露出制御動作につ
いて図７～９を用いて説明する。図７は、デジタルビデオカメラ１００における測光及び
露出制御動作を説明するためのフローチャートである。図８は、２Ｄ画像を撮像する場合
の中央重点測光を説明するための図である。図９は、３Ｄ画像を撮像する場合の中央重点
測光を説明するための図である。
【００３５】
　図７を参照し、使用者によりデジタルビデオカメラ１００が撮影モードに設定されると
（Ｓ１００）、コントローラー２１０は、検出スイッチ２９０からの信号に基づき、デジ
タルビデオカメラ１００に３Ｄコンバージョンレンズ５００が取り付けられているか否か
を判断する（Ｓ１１０）。３Ｄコンバージョンレンズ５００が取り付けられていないと判
断すると、コントローラー２１０は、撮像された画像に対して、２Ｄ画像を撮像する場合
の測光領域を設定し（Ｓ１１５）、その測光領域において中央重点測光を行う（Ｓ１２０
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）。ここで、測光領域及び中央重点測光について説明する。
【００３６】
　２Ｄ画像を撮像する場合、測光領域は図８（ａ）に示すように設定される。この測光領
域１９１に対して中央重点測光が行われる。中央重点測光とは、ＣＣＤイメージセンサー
１８０で撮像された画像を複数の領域に分割し、画像の明るさを中央部分に重きをおいて
測定する方法である。具体的には、デジタルビデオカメラ１００は、図８（ａ）に示すよ
うに、ＣＣＤイメージセンサー１８０で撮像された画像の測光領域１９１を横６×縦５の
３０個の領域に分割する。分割した領域のうちの中央部分の６個の領域については重み係
数１．０を設定する。また、中央部分に隣接する６個の領域については、重み係数０．５
を設定する。さらに、それらの領域の周囲の１８個の領域については重み係数０．３を設
定する。２Ｄ画像の撮像時においては、コントローラー２１０はＣＣＤイメージセンサー
１８０で撮像された画像に対して次式（１）を用いて撮像画像の明るさの重み付け平均（
Ｅ）を求める。画像の明るさの重み付け平均（Ｅ）は中央重点測光による測光値となる。
【数１】

式（１）において、「Ｗ」は各分割領域の重み係数であり、「Ｙ」は各分割領域の画像の
明るさ（例えば、分割領域に含まれる画素の明るさの平均値）である。「ｉ」、「ｊ」は
分割領域のｘ、ｙ位置を指定する添字である。
【００３７】
　３Ｄコンバージョンレンズ５００がデジタルビデオカメラ１００に取り付けられた場合
、中央光量落ちが生じる。このため、３Ｄコンバージョンレンズ５００がデジタルビデオ
カメラ１００に取り付けられている場合、中央光量落ちを考慮した測光動作を行う必要が
ある。これに対して、３Ｄコンバージョンレンズ５００がデジタルビデオカメラ１００に
取り付けられずに撮像された２Ｄ画像の光量は、図８（ｂ）に示すように測光領域１９１
内において均一となる。この場合は、測光動作において中央光量落ちを考慮する必要はな
い。なお、図８（ａ）は２Ｄ画像撮像用の測光領域を示しており、３Ｄ画像撮像用の測光
領域はこれと異なる。３Ｄ画像撮像用の測光領域については後述する。
【００３８】
　図７に戻り、中央重点測光（Ｓ１２０）の終了後、コントローラー２１０は、中央重点
測光により求められた測光値（Ｅ）を用いて露出制御を行う（Ｓ１３０）。具体的には、
コントローラー２１０は、測光値（Ｅ）が所定の目標値となるように、絞り２９５の絞り
値と、ＣＣＤイメージセンサー１８０のシャッタースピードと、撮像画像に与えるゲイン
とを調整する。つまり、コントローラー２１０は、絞りアクチュエータ３００と、ＣＣＤ
イメージセンサー１８０と、画像処理部１９０とを制御する。
【００３９】
　一方、ステップＳ１１０でデジタルビデオカメラ１００に３Ｄコンバージョンレンズ５
００が取り付けられていると判断すると、コントローラー２１０は、３Ｄ画像撮像用の測
光領域を設定する（Ｓ１４０）。具体的には、図９（ａ）に示すように、ＣＣＤイメージ
センサー１８０で撮像される画像１８２、１８４のうちの左目用画像１８２内に測光領域
１９３を設定する。測光領域１９３もまた横６×縦５の３０個の領域に分割され、分割領
域毎の明るさを用いて、画像の明るさの重み付け平均（Ｅ）が求められる。
【００４０】
　測光領域が変更されると、コントローラー２１０は、撮像画像の光量の補正を実施する
（Ｓ１５０）。具体的には、図９（ｂ）に示すように、測光領域１９３における光量が落
ちている範囲について光量を補正する。すなわち、画像の水平方向の位置によらず光量の
値が一定になるように光量を補正する。このような光量補正を行わない場合、測光領域１
９３内に生じる中央光量落ちの影響で、精度のよい中央重点測光を行えないからである。
本実施形態のデジタルビデオカメラ１００は、３Ｄコンバージョンレンズ５００が取り付
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けられている場合、撮像画像の中央光量落ちを補正し、補正後のデータを用いて中央重点
測光を行う。
【００４１】
　撮像画像の中央光量落ちに対する補正は次式（２）を用いて、画像の明るさを補正する
ことにより実現する。
【数２】

【００４２】
　式（２）において、「Ｙ」は各分割領域の画像の明るさ（輝度）である。「Ｃ」は各分
割領域の画像の明るさに対する補正係数、「Ｙ’」は各分割領域の補正後の画像の明るさ
を示す。「ｉ」、「ｊ」はそれぞれ分割領域のｘ、ｙ位置を指定する添字である。補正係
数Ｃは、図９（ｂ）に示すように補正後の特性がフラットになるように、中央光量落ちの
特性に基づき設定される。図１０に補正係数Ｃの例を示す。補正係数の情報は内部メモリ
２８０に格納されている。
【００４３】
　光量の補正（Ｓ１５０）の実施後、コントローラー２１０は、式（３）により、補正後
の画像データを用いて中央重点測光を実施する（Ｓ１６０）。中央重点測光の実施後、コ
ントローラー２１０は、中央重点測光により算出された測光値（Ｅ）を用いて露出制御を
行う（Ｓ１７０）。
【数３】

【００４４】
　以上のように、本実施の形態にかかるデジタルビデオカメラ１００は、３Ｄコンバージ
ョンレンズ５００が取り付けられている際には、撮像画像の中央光量落ちを補正し、補正
後のデータに対して中央重点測光を行うこととした。すなわち、測光値を中央光量落ちの
特性に基づき補正し、補正後の測光値に基づき、中央重点測光を行うこととした。このよ
うに中央光量落ちを考慮して測光値を補正することで、３Ｄコンバージョンレンズ５００
に起因する光量落ちの影響を排除し、精度のよい測光を実現することが可能となる。よっ
て、測光領域内で光量が不均一となるような３Ｄコンバージョンレンズ５００が取り付け
られた場合でも、適切な中央重点測光が可能となる。
【００４５】
　１－５．本発明との対応
　ＣＣＤイメージセンサー１８０は、本発明の撮像素子の一例である。接続部６４０は本
発明の接続手段の一例である。コントローラー２１０は、本発明の測光手段の一例である
。絞り２９５、絞りアクチュエータ３００、ＣＣＤイメージセンサー１８０及び画像処理
部１９０からなる構成は、本発明の露出調整手段の一例である。コントローラー２１０は
、本発明の光量補正手段の一例である。中央重点測光により得られる測光値（Ｅ）は、本
発明の測光情報の一例である。
【００４６】
２．他の実施の形態
　以上により、本発明の実施の形態として、実施の形態１を説明した。しかし、本発明は
、上記の実施形態に限定されない。そこで、本発明の他の実施の形態を本欄にまとめて説
明する。
【００４７】
　本実施の形態にかかるデジタルビデオカメラ１００の光学系及び駆動系は、図１に示す
ものに限定されない。例えば、図３では３群構成の光学系を例示しているが、他の群構成
のレンズ構成としてもよい。また、それぞれのレンズは、１つのレンズで構成してもよく
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、複数のレンズから構成されるレンズ群として構成してもよい。
【００４８】
　実施の形態１では、撮像手段として、ＣＣＤイメージセンサー１８０を例示したが、撮
像手段はこれに限定されない。例えば、撮像手段はＣＭＯＳイメージセンサーやＮＭＯＳ
イメージセンサーで構成してもよい。
【００４９】
　実施の形態１では、測光方式は中央重点測光を用いたが、測光方式はこれに限定されな
い。測光方式は、例えば、分割測光、スポット測光等、他の測光方式であってもよい。
【００５０】
　実施の形態１では、図９（ａ）に示すように、測光領域を左目用画像の領域内に設けた
が、測光領域を右目用画像の領域内に設けても良い。
【００５１】
　実施の形態１では、測光値Ｅにおいて中央光量落ちの影響を排除するために、３Ｄコン
バージョンレンズ５００が取り付けられている際に、補正した撮像画像の明るさを用いて
測光値Ｅを求めた。この方法に限らず、測光値Ｅにおいて中央光量落ちの影響を排除する
ために、重み（Ｗ）を補正し、補正した重み（Ｗ’）を用いて測光値Ｅを求めてもよい。
例えば、撮像画像において中央光量落ちが生じている領域において、重み（Ｗ）に対して
補正係数を掛け合わせてもよい。すなわち、次式（４ａ）、（４ｂ）を用いて、測光値（
Ｅ）を算出してもよい。式（４ａ）、（４ｂ）において、「Ｃ」は、重み係数（Ｗ）に対
する補正係数であり、図１０に示すように、撮像画像において中央光量落ちが生じていな
い領域に対する値は１となり、中央光量落ちが生じている領域に対する値は１より大きな
値となる。「Ｗ’」は補正係数（Ｃ）が乗算された重み係数である。
【数４】

【００５２】
　要するに、本発明の各実施形態において、３Ｄコンバージョンレンズ５００がデジタル
ビデオカメラ１００に取り付けられている場合、撮像画像から得られる測光値を、中央光
量落ちに基づいて設定された補正係数に基づき補正し、その補正した測光値を用いて露出
制御を行っている。このように中央光量落ちを考慮して測光値を補正することで、３Ｄコ
ンバージョンレンズ５００に起因する光量落ちの影響を排除し、精度のよい測光を実現す
ることが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、単眼式撮像装置で立体映像を撮影可能とする３Ｄコンバージョンレンズを取
り付け可能な、デジタルビデオカメラやデジタルスチルカメラ等の撮像装置に有用である
。
【符号の説明】
【００５４】
　１００　デジタルビデオカメラ
　１１０　ズームレンズ
　１２０　検出器
　１３０　ズームモータ
　１４０　ＯＩＳ
　１５０　ＯＩＳアクチュエータ
　１６０　検出器
　１７０　フォーカスレンズ
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　１８０　ＣＣＤイメージセンサー
　１９０　画像処理部
　２００　メモリ
　２１０　コントローラー
　２２０　ジャイロセンサー
　２３０　カードスロット
　２４０　メモリカード
　２５０　操作部材
　２６０　ズームレバー
　２７０　液晶モニタ
　２８０　内部メモリ
　２９０　検出スイッチ
　２９５　絞り
　３００　絞りアクチュエータ
　６４０　接続部

【図１】 【図２】
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【図９】

【図１０】
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